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▶ PART 1　基本&超頻出の英語の“ 文頭 ”① から ④ まで   

PART 1　 

 

基本&超頻出の 

英語の“ 文頭 ”① から ④ まで
～ 英語の始まり方の  “定番”とは ～

1. Inなど前置詞 …

2-1. The … / A…

2-2. The / A ... of ... （「 主人公の説明 」が入るケース）

3. （普通の）名詞
4. There…

§1.  Inなど前置詞 …

文の先頭 ❶   「 Inなど前置詞 … 」から始まる文

（1）  文の先頭が「 Inなど前置詞 … 」だったらどっちだ?

In the book …

さてこの文はイントロ始まり ?　主人公（主語）始まり ?

まずはこのように In …から始まる文からいきましょう。
実はこのように In …から始まる文というのがやたら多いのです。
英語の大頻出パターンです。英文が手元にあったらぜひ見てみてください。

これは、イントロ始まりのサイン ?　主人公（主語）始まりのサイン ?

どちらだと思いますか ?　正解は…

実は、先頭の In …は「イントロ」のサインなのです !

この Inを見ただけで、この文の先頭部分は主人公（主語）ではなく、時や場
所などの説明、つまり、「イントロ」から始まっていることがわかるのです。
なので、下のように the bookとセットで、設計図のイントロの箱に入れてく
ださい。

In the book…

イントロ
（いつに、どこで）

主人公
（主語、S）

…で・に、 は

これはどういうことでしょうか ?　なぜ先頭の Inを見ただけで、この文はイ
ントロから始まっていると言えるのか ?

まずは
これだけ!



72 73

▶ PART 1　基本&超頻出の英語の“ 文頭 ”① から ④ まで   ▶ 第 2 章　「 文の先頭 」をマスターしよう ! 

主人公（主語、S）というのは実はこのような定義があるのです。

（　　　　　）などの付いていない（　　　　）の（　　　　）

空欄に何が入るかわかりますか ?　
正解はこうですね。

（　前置詞　）などの付いていない（　最初　）の（　名詞　）

こんなすごい明確な定義があるなら、先に教えてほしいですよね。

だから、先頭に Inという前置詞がある限り、絶対にこれは主人公ではなく、
その前のイントロで、主人公（主語）はその後に出てくることがわかるのです !

In the book , the girl …

実際はこんな文でした。
さて、この文の主人公（主語）は何かわかりますか ?

設計図に書き入れてみましょう。

 In the book, the girl … 

 

In the book,

イントロ
（いつに、どこで）

主人公
（主語、S）

…

…で・に、 は

正解は、もちろんカンマの後の the girlですね。

 In the book, the girl …

 

In the book, the girl

イントロ
（いつに、どこで）

主人公
（主語、S）

…

…で・に、 は

なぜなら the girlは「 前置詞などの付いていない最初の名詞 」だからです。
ここまで訳してみましょう。訳すとは、正しく「てにをは」を付けることですね。
いわゆる「イントロ付き」のパターンで、しかもイントロ付きの定番です。
なので、訳はこうなります。

訳 　「本の中  で 、少女 は 、…」

「前置詞」というのは、

名詞の「 前 」に「 置 」く「 詞 」（ことば）

という意味なんですね。つまり単独では使えません。
必ず後ろの名詞とセットで使います。

 前置詞 ＋ 名詞
 ☝
 これでワンセット

この「前置詞＋名詞」のカタマリは前置詞句といって、
必ず文の中で「 何かの説明 」にしか使えない !　いわゆる修飾語。
だから、文の先頭にあれば、主人公（主語）になれないので、必ずその前のイ

ントロ（時や場所の説明）とわかるのです !
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（2）  どこまでがイントロ?

そして基本的には、イントロと主人公（主語）の切れ目に「カンマ（,）」を置い
てくれますので、それを目印にしてください。
つまり、「 先頭からカンマまでがイントロ、カンマの後が主人公（主語、S）」

と考えていいのです !

 カンマ ＝ イントロの終わりの印
しるし

 In the book  ,   the girl …

 

In the book, the girl

イントロ
（いつに、どこで）

主人公
（主語、S）

…

…で・に、 は

まとめると、以下のようになります。

文の先頭が だったら ☞ イントロ（時・場所説明など）から
  始めたぞというサインだ !

 ⬇
 カンマがあるはず !

 ⬇
 カンマまでがイントロ、
 カンマの後が主人公（主語、S）
 と考えてよい !

  ※「…で」「…に」などと訳す

In…

など前置詞

In …… ,

イントロ
（いつに、どこで）

主人公
（主語、S）

文の先頭❶

☟

「前置詞と言われてもわからない…」と思うかもしれないですが、たいていが
In …ですし、あとは For …、At …、On …などおなじみのものなので、わかる
ようになると思います。（p.81にまとめておきました）

（3）  実は“ In…”だらけ?

注意深く見てみると、文の先頭は「“ In …始まり”ばかり」「“ In …始まり”の
文がやたら多い 」ことに気づくと思います。
例えば、実際の英字新聞を見てみましょう。先頭部分だけに注目 !

In the statement, Mr. Abe expressed condolences for Japan’s actions 

during the war.  （The Wall Street Journal: Aug. 18, 2015）

In the Middle East, Toyota started exporting vehicles like the Land 

Cruiser and the Hilux in the 1950s and 60s.

 （The Wall Street Journal: Oct. 9, 2015）

In 1995, Dr. Madan Kataria created Laughter Yoga, a nonprofit 

meditative practice that involves breathing and laughing exercises, in 

Mumbai.  （The New York Times: Nov. 3, 2016）

このように「In始まり」の文がやたら多いのです。
これは実は

「主人公（主語、S）始まりではなく、
イントロ（時・場所などの説明）始まりの文で、主人公はカンマの後だよ」

と伝えるもっとも頻出のサインだったのですね。

それでは次にちょっと練習してみましょう。


